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終
味
の
広
場

瀧

光
夫
の
こ
と

二
十
六
回
生

梢

瀧

(
大
森
)

昨
年
の
千
里
山
会
総
会
に
往
時
の
千
里
山
に
関
わ
り
の
あ

る
も
の
が
あ
れ
ば
提
出
し
て
ほ
し
い
と
の
案
内
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
夫
の
没
後
に
見
つ
け
た
千
里
山
の
風
景
を
描
い
た
二
枚

の
ス
ケ
ッ
チ
の
コ
ピ
ー
を
携
え
て
東
京
に
向
か
い
ま
し
た
。

今
年
に
入
っ
て
奥
田
陽

一
さ
ん
か
ら
、
こ
の

二
枚
を
今
号

の

「趣
味
の
広
場
」
に
掲
載
し
た
い
、
つ
い
て
は
作
者
の

瀧
光
夫
の
事
を
何
か
書
く
よ
う
に
と
の
、
ご
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。

瀧
は
千
里
山
に
住
む
こ
と
四
十
年
間
に
及
び
、
千
里
山
駅

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
関
わ
り
、
第
一
噴
水
の
改
修
も
手
掛

け
て
は
お
り
ま
す
が
、
私
と
し
て
は
、
千
二
小
の
卒
業
生
で
も

無
い
身
内
の
来
歴
を
記
す
こ
と
を
大
い
に
た
め
ら
い
つ
つ
、

少
し
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

む
か
い
し
ま

瀧
は
瀬
戸
内
海
の
尾
道
の
対
岸
の
向
島
に
あ
る
父
親
の
勤

務
先
の
広
島
文
理
科
大
学
付
属
臨
海
実
験
所
の
官
舎
で
生
ま
れ

育
ち
ま
し
た
。
家
は
近
く
の
村
か
ら
も
離
れ
て
お
り
、
少
年
時

に
は
ま
さ
に
海
に
面
し
た
自
然
の
中
で
暮
ら
し
て
い
た
と
言
つ

携
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
偶
然
、
書
家
村
上
三
島
氏
と
仕
事
上

で
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
(
「
千
里
山
」
九
号
参
照
)

一
九
七

二
年
に
東
京
で
自
身
の
設
計
事
務
所
を
設
立
。
家

族
に
良
い
住
環
境
を
と
考
え
て
、

一
九
七
六
年
に
千
里
山
に
居

を
構
え
ま
し
た
。
千
里
山
で
は
、
千
里
山
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

設
立
来
か
ら
関
わ
り
を
持
ち
、
千
里
山
駅
東
の

U
R
立
て
替
え

と
時
を
同
じ
く
し
た
吹
田
市
の
千
里
山
駅
周
辺
の
整
備
事
業
の

折
に
は
、
最
初
は
吹
田
市
の
依
頼
で
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
に
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
後
に
は
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
降
り
、
千
里
山
の

一
住
民
の
立
場
で
意
見
を
述
べ

て
い
た
よ
う
で
す
。
千
里
山
駅
周
辺
の
整
備
事
業
に
関
わ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
は
千
里
山
の
東
西
を
く
ま
な
く
見
て
歩
き
、

写
真
や
案
と
し
て
の
ド
ロ

ー
イ
ン
グ
を
多
く
残
し
ま
し
た
。

瀧
の
作
品
は
全
国
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
あ
り
ま
す
が
、

大
阪
府
の

「服
部
緑
地
都
市
緑
化
植
物
園
」
の
建
物
は
千
里
山

か
ら
歩
い
て

い
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
作
風
は
「
土
木

・
建
築

・
造
園
」
の
一
体
化
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
緑
の

建
築
家
と
呼
ば
れ
て
ま
し
た
。

昨
年
夏
に
、
ほ
と
ん
ど
の
作
品
に
関
す
る
ド
ラ
フ
ト
・

ド

ロ
ー
イ
ン
グ
は
す
べ
て
京
都
工
繊
大
学
の
美
術
工
芸
資
料
館
に

収
蔵
さ
れ
ま
し
た
。
唯

て

第

一
噴
水
の
改
修
に
関
す
る
資
料

の
み
吹
田
市
立
博
物
館
に
収
蔵
し
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

て
い
い
で
し
ょ
う
。

小
さ
い
と
き
か
ら
時
聞
が
あ
れ
ば
絵
を
描
い
て
い
る
が
、

海
に
出
て
泳
い
だ
り
蛸
や
魚
を
獲
っ
た
り
、
友
達
と
野
山
を
駆

け
回
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
は
映
画
に

も
無
中
に
な
り
、
島
か
ら
渡
し
船
に
乗
っ
て
尾
道
の
映
画
館
へ

主
に
西
部
劇
を
見
に
通
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

自
ら
も

「生
来

記
憶
力
ま
る
で
ダ
メ
、
な
ぜ
か
目
に
見
え
る
も
の
、
か
た
ち
あ

る
も
の
し
か
覚
え
ら
れ
な
い
。
図

・
表

・
数
式
い
ず
れ
も
自
分

な
り
の
パ
タ
ー
ン
に
描
き
か
え
て
頭
に
い
れ
る

・
・
・

」
と

記
し
て
い
る
の
で
、
見
る
こ
と

・
描
く
こ
と
で
す
べ
て
を
記
憶

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
後
の
設
計
の
仕
事
も
、
思
い
つ
い
た

ら
電
車
の
中
で
あ
ろ
う
と
、
す
ぐ
に
手
一
冗
に
あ
る
本
や
週
刊
誌

の
余
白
に
何
か
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

高
校

一
年
を
終
え
た
と
き
、
父
親
の
勤
務
地
が
福
山
に
移

り
、
初
め
て
ま
ち
の
中
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
長
じ

て
京
都
大
学

・
大
学
院
で
建
築
を
学
び
、
博
士
課
程
に
進
み
だ

し
た
頃
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
か
ら
の
奨
学
金
を
得
て
ア
メ
リ
カ

へ
。

一
九
六
三
年
、
同
大
学
院
を
一
年
間
で
修
了
。
教
授
に
自

分
の
建
築
設
計
事
務
所
へ
来
な
い
か
と
請
わ
れ
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー

ク
で
働
き
始
め
ま
し
た
が
、
今
度
は
日
本
に
居
る
先
輩
か
ら
手

伝
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
、
や
む
な
く
帰
国
。
折
か
ら
大
阪
万
国

博
の
構
想
が
た
ち
上
が
る
頃
と
て
、
丹
下
健
三
氏
の
も
と
万
博

会
場
建
設
の
コ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
関
西
か
ら
参
加
し
て
お

り
ま
し
た
。
自
身
も
万
国
博
ホ
ー
ル
の
設
計
や
他
の
施
設
に
も

主
な
受
賞

一
九
七
五
年

第

一
八
回
建
築
業
協
会
賞

(
B
C
S
賞
)

(
愛
知
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
)

第
二
五
回
建
築
業
協
会
賞

(
B
C
S
賞
)

(石
川
県
林
業
試
験
所

・
展
示
館
)

日
本
造
園
学
会
賞

(
水
戸
市
植
物
公
園
を
は
じ
め
と
す
る

一
連
の

鑑
賞
混
室
の
設
計
)

日
本
建
築
学
会
賞
(
作
品
部
門
)

(
シ
ャ
ー
プ
労
働
組
合
研
修
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
ー

&
I
ラ
ン
ド
)

第
三
五
回
建
築
業
協
会
賞

(
B
C
S
賞
)

(
古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ユ

1
ジ
ア
ム
)

二
O
O
二
年
度
土
木
学
会
景
観
デ
ザ
イ
ン
賞

(
東
岡
崎
駅
南
口
広
場
|
ガ
レ
リ
ア
プ
ラ
ザ
)

日
本
建
築
家
協
会
二
五
年
賞

(
愛
知
県
縁
化
セ
ン
タ
ー
)

一
九
八
三
年

一
九
八
八
年

一
九
九
二
年

一
九
九
三
年

二
O
O
三
年

二
O
O
四
年

日
本
建
築
学
会
賞
は
建
築
界
で
の
芥
川
賞
に
も
匹
敵
す
る
最
高
の

賞
で
す
。
他
に
も
こ
こ
に
書
き
き
れ
な
い
程
、
数
々
の
賞
を
受
け
て

お
ら
れ
ま
す
。

以
下
3
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
瀧
光
夫
様
の
ス
ケ
ッ
チ
と
瀧
梢
様
の
書

を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

編
集
部
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千里山神社階段下の外壁

千里山は傾斜地に開発された住宅地のため、先ず土止めの外壁を造成し 、

頂上まで土盛りをして固めた宅地が沢山あ ります。

絵の右手の外壁はその中でも 一番高く、台風の豪雨で崩れることなく現在に

至っています。 この墜をよ じ登った悪童は誰も いないはずです G

¥， 

千里山神社東側の住宅

マンサー ド様式の屋根の洋風住宅。 20年ほ ど前に取り嬢されま した。
千里山駅の旧駅舎もこ の崖棋の形で した。

千里山住宅地開発当時の しゃれた景観が偲ばれます。



-  106  -

反 ~
る-
主主・'_'

c- ぺ3

瑞 雪量
~ 

2 6回生瀧(大森)梢 号聴葉


